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7月 23日ELl 下府防災ヘリポートにおいて自衛隊ヘリコプターによる

災書時対処のための離着陸訓練が行われました。それに合わせて一般

市民の体験搭乗もあり、真夏の青空の中を浜田港周辺からアクアス周

辺まで周遊し、 5回 に渡り離着陸訓練を実施しました。
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あⅢ々‐ギ17雫?る、空わらなもヽを0
10月1国の合併が近づいてきました。      ‐

今回は行政サ■ビス、住民負担など市民の皆さんの生活の中から

新市のくらし|こ関わることをい<つ か紹介します。       ‐

摘市のくらし そ の f

☆ 市 役所について

現在の浜日市役所が、新市の市役所 (本庁)と なります。

現在の金城町、旭町、弥栄村、三隅町の各役場は、支所となり

ます。

☆ 税 につ いて (税務課)
・市 県 民 税 現 行のとおりです。
・法人市民税 現 行のとおりです。
口固定資産税 現 イ子のとおりです。

※ た だし固定資産税|こおいては18年度から納期が 5月 口7月 口12月・2月 となります。

<現 行 5月 ・7月 ・9月 。12月>
・軽自動車税 現 行のとおりです。
・前納報奨金 (市県民税 ・固定資産税)18年 度から交付率0。5%(限 度額 3万 円)と なります。

<現 行 交 付率03%(限 度額10万円)>

☆ 督 促 手数料 につ いて (徴収課)
・200円となります。<現 行100円>

☆ 国 民健康保険について (税務課 ・福祉総務課)
口保 険  料  17年度は現行のとおりで保険料 ・納期など|こ変更はありません。

☆ 老 人医療 について (福祉総務課)
・

憲全墨層雷?雇 肇≧猶墨矯墨ゆ雇霊辱啓 1 有
効期限まで|こ現在のものをBIき続き使用できます。

★ 介 護保険について (広域行政組合介護保険課 ・健康長寿課)
口保 険  料  17毎度ほ現行のとおりで保険料 ・納期など|こ変更ほありません。

被保険者証  有 効期限まで現在のものをヨき続き使用できます。

総
期

※ 詳 網 こついては各担当課 (現在の課を表記しています。)へ お尋ね<だ さい。

市町村合併推進室(a内線 336)

★ 窓 口につ いて (市民課)
。印鑑登録証 ・外国人登録証 口住民基本台帳カー ド  現 在のものを31き続き使用できます。
白住民票など証明手数料 現 行のとおりで変更ほありません

※ 合 併後は、浜日市民であれば浜日市役所だけでな<、 各支所で各種証明書などの交付が受けられま

す。
・日曜窓日 午 前 8時 30分～午後 0時 30分 (本庁のみ)

広報はまだ :平成17年 8月 15日暑



「浜田市行政20年のあゆみ」
を販売 しています

市では、昭示□46年から平成 2年 までの20年間の浜

日市政を記録した行政誌「浜日市行政20年のあゆみ」

を販売しています。

ぜひ申し込んで<だ さい。

申込方法 3階 総合調整室で直接購入または現金

書留で申し込んで<だ さい。

※直援購入 1冊  5,000円

現金書留 1冊  5,450円 (郵送料450円含お)

申し込み。問い合わせ先

総合調整室

総合調整係

(a内 線 311)

源田市閉幕式

浜日市は、10月1日から金城町、旭町、弥栄村、

三隅町との合併|こより、新 「浜日市」こ移行します。

そこで、現在の浜田市が65年の歴史|こ幕を閉じる

こ当たり、次のとおり 『浜田市閉幕式』を開催しま

すので参力□して<だ さい。

式典では、映像こより浜日市の歴史と未来を紹介

するととも|こ、浜田市政の発展|こ寄与した人の表彰

などを行います。

日 時  平 成17年9月 3日 l■l 午前10時から

受 付  午 前 9時 30分から

場 所  石 央文化ホール 大 ホール

入場料 無 料

※ 事 前の申し込みほ必要ありません。

問い合わせ先 総 合調整室

( 谷内線 3 1 7 ・3 1 8 )

|八宮ぉめでとうござ̀ 、ます

1         平 成17年

1 国 勢調査標語およびポスター図案入賞作品

ポスター :小 口中学生の部

<入 選>

浜田市立第一中学校 3年

土井 遼 太さん

i  入 賞作品のデザインポスターを、 8月 16日～26

1  日 まで、市役所 1階市民回ビーにて展示 しますの

| で ご覧ください。

広報|よまだ !平成 17年8月 15日暑

平就17年 10月 1日住)

5年 に一度の一六イベント!

今年は国勢調査の年です

●住民登録とは関係な<、 10月 1日現在、ふだん住

んでる場所で、調査票|こ記入してもらいます。

●国勢調査ほ日本|こ住んでいるすべての人が対象と

なり、団答が義務づけられています。

●調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布 ・受け取

り|こうかがいます。

●国勢調査ほ未来の羅針盤として、私たちの生活|こ

いかされます。

●国勢調査員をはじめとする調査関係者|こは、守秘

義務があり、調査内容の秘密は保護されます。

問い合わせ先 平 成17年国勢調査事務局

情報管理課統計係 黒 川町4175番地

(石央文化ホール肉 3階 )

(a② 4101、 ② 4102 囲 ② 4130)



第408回

浜田市議会定例会日程 (予定〕

会期 9月 1日困～14日佃

9月 1国内 開 会 提 案説明

2国 0 本 会議 議 実質疑

5日 (月)常 任委員会

6日 囚 決 算特居」委員会

了国側 決 算特別委員会

8日肉 決 算特別委員会

9日 0 決 算特別委員会

12日(周)特 月」委員会

14国佃 本 会議 表 決

なお、日程|こついては、予定であり、開会―

週間前|こ距式|こ決定されます。

また、上記日程中、各会議の傍聴はすること

ができますが、 9月 5日 ～12国の各委員会への

信聴は、 1人 1日 1委員会、かつ 1委員会|こつ

き3人 までで、会議開会時亥」(通常午前100寺)

までの先着順です。

今定例会は、10月 1日01こ浜田市と4町 村で

の合併が予定されており、市長選挙があるため、

一般質問ほ行わないこととなっております。

問い合わせ先

議会事務周 (a内 線 516)

９
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震
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の
地
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間
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ま
た
、

防
受
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中
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所
１
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非
常
用
持
ち

出
し
品
な
ど
防
受
用
品
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展
示
を

行
っ
て
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す
。

曽
さ
ん
も
こ
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機
会
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台
風
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家
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て
者
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て
み
て
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放
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実
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側

放
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内
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・
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注
意
報
発

令
訓
練

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
防
受
交
通

係

（ａ
内
線
３
２
５
）
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源田市アダブトブログラム

市では、里親 団体 を募集 して います

～養子縁組の手続き～

1.里 親|こなろうとする団体などが、広場や公園など清掃美化活動をしたい公共の場所を決め、養子縁組届を提出します。

(里親ほ、団1/1または事業所が対象です)

2 市 と合意書を取り交わします。

3 市 はアダプトサイン (表示看板)を 設置し、ボランテイア清掃活動保険|こカロ入します。

4 市 ほ魅要な清i吊道具を提供し、(ゴミ袋、軍手、<ま で、ほうき、そのほか)里 親ほ

清掃美化活動を実施します。

5.集 めたゴミほ可燃と不燃の 2種 類 こ分別し、あらかじめ市と協議して決めた集積場

所に出してもらしヽます。

6 市 はごみの回収を行います。

問い合わせ先 環 境課環境保全係 (a内 線 256)

アダプトプログラムとは?

公共の場所を 「養子」に想定し、ボランテイアグループが 「里親」となり、我が子のように愛情をもって 「きれ

い|こする」、市ほ活動|こ魅要な支援を行う、というものです。(公共の場所の養子縁組缶」度)

これは、アメリカテキサス州のハイウエイで始まった清掃美化活動で、「アダプト」とは英語で 「養子|こする」と

いう意味です。

省エネしましよう r

～夏の省エネ～

・冷房ほ室温28℃を目安|こ温度設定しましよう。

・冷房機器ほ不魅要なつけっぱなしをしないよう

こしましょう。

・冷蔵庫|こものを詰め込み過

ぎないよう|こ。

・電気ポットなどの電気製品

は長3寺間使わないときほコ

ンセントからプラグを抜<よ う|こしましよう。

・テL/ビを見ないときは電源を切りましよう。

・外出時ほできるだ|す車|こ乗らず、徒歩、自転車、

バスなど公共交通機関を利用しましよう。

動物へのえさやりについて

ねこや鳥 (とんび ・ほと)な ど|こえさをもえる

人がいます。飼う意志がない場合、餌付けはしな

いで<だ さい。

数が増えたり、フン|こより周辺の迷惑となりま

する

必てとても櫛生・…・
_     患あ

  _ 、   _   _  1  7 串   ′ 、‐ ′  ヽ

『F名ど暑金曾塚天患急ぢ惑 譲りかネとす豊墨齢督

O r‐ Jに ツ びし し`くた 0し O`  し な轡轡ヲ毅醸甲耳■■| や

必  繁殖を望まない場合ほ歪 トリ慾ケリに出奉1幸 母●  ュ_  __、 て 、ど_‐ Lラ ‐ヽ ヽヽれ■
じ 妊 ・去勢手術をするなど管理 のビずオ諸撃計■■先 母
必 atノて<ださい。                  ◇

‐
わたし癒欝韻ここで||

|‐韻鬱シ伊ギ評による |
靖婦業tと活動をしています

広報|ままだ :平成 17年 8月 15日暑



ブ ル ー ア イード サ ム ラ イ

フアースト・サムライ ～ Brue―eyed SamuraF(蕎い目の情)～

1年間|こ1回、イギリスの古い町で日本の江

戸8寺代がよみがえります。太鼓ほブーンと鳴

り、着物を着ている女性ほお茶を少しずつ飲み
…と喬い国の侍ほ町中もったいぶって歩き□

ります。いつたい何なのでしようか ?

その町の名前はKent州|こあるGIIlingha冊で、

私の父の救郷です。そして、William Adamsと

いう男の故郷です。曽さんはご存知でしょう

か ?

Adamsは1564年|こ生まれ、ロンドン|こある造

船所で造船術と航海術、天文掌を教わりまし

た。そ して英国海軍|こ入 つて、Sir Francis

DraKe提督 (英国で最初の世界周航者)の 下で

仕えました。その後、商工会社の北極への遠征

の航海士として働きました。そして、1598年運

命の年を迎えました。

才ランダの商工会社はアジアヘの遠征を企

てていました。Adamslよアジアの宝の夢[誘 惑

され、航海士として入社しました。6月 、5隻

の船団|よ出航しました。そのうち、4隻 ほ三度

と帰れない運命を負つていました。3隻 ほマゼ

ラン海峡を通過 した後で行方不明|こなりまし

た。残りの 2隻 ほチリで合流したけれど、両船

の船長ほ住民との戦いで亡<な りました。それ

でAdamsほ遠征団長|こなってしまい、大西洋|こ

あるスペインの戦艦を避|するため太平洋を横

断して帰ると決めました。しかし、合風|こ襲わ

れて、 1隻 は沈没してしまいました。

残りの 1隻 は、食料と飲料水もないまま日本

へ向いました。つい|こ、1600年4月 19日九州の

豊後国 (現在の大分県臼杵市)|こ着きました。

船乗組員は24入しか生き残らな<て 、その中で

浜国市国際交流員 デ イ ビッ ド・ベス トー

立てる者は 9人 |こ過ぎませんでした。

Adamsほ来日したポルトガル人の議言で海賊

として大阪城|こ収監され、徳川家康|こ尋間され

ました。しかし、家康はAdamsの航海術の矢B識

|こ感銘を受|すて、1604年日本の最初の洋式船を

伊東で造船せよと命令を出しました。そして、

Adamslよ外交商工顧間として家康[召 しかかえ

られました。「三浦按針」の名で逸見の領地 (現

在の横須賀市内)、と刀を携帯する権禾」を与え

られ、江戸城の役人の娘と結婚しました。1611

年、英国東インド会社の最初の国本|こある工場

の倉」立|こ協力して、その会社と幕府の交流|こ役

立ちました。

Adamsは 1620年5月 16日、二人の娘を残して

56歳の時、長崎県平戸市で亡<な りました。現

在は、Adamsの故郷であるGillinghamと伊東南

と横須賀市|よ姉妹都市の関係|こあります。伊東

市とGIIlinghamほ、400年間の日英交流を祝い、

毎年 8月 「按針 (William Adams)祭り」を行

います。平戸市と横須賀市ではAdamsへの追悼

物がありますb

Tott Cru「seがラスト・サムライだとしたら、

Wi liam Adamsはファースト・サムライと言え

るかもしれませんね。

三浦按針の肖像

男
女
共
同
参
画

推
進
市
民
活
動

市
で
は
、

男
安
の
人
権
が
平
等
Ｅ

尊
重
さ
れ
、

性
別
ほ
か
か
わ
り
な
＜
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
多
様
な

生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
の
で
き
る

男
安
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
推
進

す
る
た
め
、

企
業

・
団
俸

・
グ
ル
ー

プ
が
実
施
す
る
先
極
的
で
斬
新
な
事

業
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業
　
市
内
区
所
在
す
る
企

業

・
団
俸

・
グ
ル
ー
プ
が
行
い
、

男
女
共
同
参
画
ほ
お
け
る
上
記
の

目
的
の
推
進

・
啓
発
が
期
待
で
き

る
事
業
。

た
だ
し
、

政
治
団
体
や

宗
教
団
杯
が
行
う
事
業
、

主
と
し

て
市
外
で
行
う
事
業
、

営
利
を
目

的
と
す
る
事
業
、

既
Ｅ
継
続
的
に

行

っ
て
い
る
事
業
、

ま
た
ほ
市
か

ら
ほ
か
の
補
助
金
の
助
成
を
受
け

る
事
業
は
除
＜
。

補
助
金
額
　
事
業
ほ
要
し
た
費
用
の

額
と
し
、

５０
万
円
を
限
度
と
す
る

（た
だ
し
、

飲
食
Ｅ
要
し
た
費
用

の
額
お
よ
び
他
か
ら
の
助
成
金
額

ほ
除
＜
）
。

募
集
期
間

８
月
１６
日
側
～
９
月
１５
日
閃

事
業
実
施
期
間
　
１１
月
１
日
側
～
平

成
１８
年
３
月
３‐
日
⑥

補
助
決
定
　
１０
月
中
旬

申
し
込
み

。
問
い
合
わ
せ
先

地
域
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

（ａ
内
線
３
４
４
）

広報ほまだ :平成17年 8月 15固暑



第7回 全国水崖・海岸高箸事服 カッターレース大会

7月 23日働 ・24日(日)浜 日漁港 (特設会場)に おいてカッ

ターレース大会が開催されました。島根県立浜日水産高等学

校は、みごと敢闘賞を受真しました。

京都府立海洋高等学校と対戦した一回戦。

手前が一位でゴールした浜日水産高等学校艇。

=

尊

章

苺

さ

=

奉

キ

苺

荘

車

彗

争

辞

書

卒

奇

尊

書

母

憲

書

き

幸

毒

苺

辞

苺

車

言

さ

や

苺

苺

と

書

華

革 車 串 苺 苺 g さ 章 や 事 事 卓 章 車 そ 車 モ ■ ■ ■ ヽ

島rB県立六学 海 趣祭

フリーマーケット・企画届出展者暮集

県立大学でほ、10月15日働、16日(日)|こ第

6□ 海遊祭を開催 します。今回の海遊祭は、

浜日市をはじめ多<の 住民の人と共|こつ

<っ てい<と いう者えのもと、学外の人の

フリーマーケット ・企画展への出展募集を

行います。気軽|こ応募 して<だ さしヽ。

申込締切日 8月 31日佃

※ 詳 し<ほ お問い合わせ<だ さい。

問い合わせ先 〒 6970016野 原町24332

島根県立大学海遊祭実行委員会係、島根

県立大学第 6□ 海遊祭実行委員会事務局

(ao9o-2oo8-0887)

E―mail : Kalyu―sai.6Kai《Dezweb ne jp

車 導 卓 S 串 車 穀 岱 態 串 奪 奪 害 毒 奪 導 f f = ■

国府海岸を美し<す る会 (地元自治会婦

大会など11団体)と浜日那賀地区郵便局、西

昇会、浜日東中学校、国府ノ」ヽ学校、上府子供

神楽団の総勢360人が、午前 7時 30分から 1

時間、国府海岸・石見畳ケ浦の一斉清掃を行

いました。

海水浴ンーズンを迎え、きれいな浜辺で

海水浴を楽しんでもらうため|こ、汗をかき

ながら清掃しました。

一
海
の
日
の
海
源
清
掃

終戦当時の-31揚者の人ヘ
通 貨 証 券 などをお返 しします

税関では、預かつている次の通貨 ・証券などを返しています。

◎ 終 戦後、外地からヨ1揚げてきた人が、上陸地の税関 ・海運周

|こ預けられた通貨 ・証券など

◎ 外 地の終結地|こおいて総領事館など|こ預けられた証券などの

うち日本に送還されをもの

これらの返還の申し出は、本人ばかりでな<、 家族の人でも結

橿です。′卜当たりの人はお問い合わせ<だ さい。

問い合わせ先 浜 日税関支署  (a④ o366、 □② 4180)

広報はまだ !平成17年8月 15日暑

隷・石見費潜ビ′握比届望デッキの無糾開服!!

萩 ・石見空港では地域の普さん|こ親しまれる空港を目指し、 8

月 1日(月)より、屋上展望デッキを無料開放 (午前 90寺～最終便出

発後)し ております。

あ迎えやお見送りまたは空港見学など|こお気軽こ展望デツキを

ご利用<だ さい。

問い合わせ先

石見空港ターミナルビルの

(a0856④ 0010)

おもなできごと
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昨年度第36回市美展特別賞作品より

「野菜」大崎多江子

「子鷺」岡本和幸

ケ                                                                                                                  ｀
ふ ふ ふ ふ ふ ふ ふ ぶ ぶ ぶ ふ ぶ ぶ ぶ ヽ 本 本 ふ ぶ ヽ ヽ ヽ 本 ヽ ヽ 本 ヽ 本 本 本 ヽ 本 ぶ ぶ ぶ ヽ 本 ヽ 本 ヽ 本 本 本 ふ ぶ ぶ ヽ 本 ヽ 本 ヽ 本 ヽ ヽ ヽ 本 本 本 ヽ 本 ぶ 本 ぶ ヽ 本 ヽ 本 本 ヽ ヽ 本 ぶ ヽ 本 ヽ 本 本 ケ

の志願者が少ない状況です。                                      さ
この制度は、育児休業などの理由で補充者を学校|こ配置する場合など当市でも有効|こ活用してしヽるところです。 ミ

今回、教員だけでな<学校事務員も追カロ募集することとしましたので、希望者は手続きをお願いします。    魯

なか、採用は必要|こ応じたもので不定期であり、登録されても防ず採用されるとほ限りません。        さ
ヽ

受付期間 随 時                                            ミ
募集職種および資格など                                        ミ
・小中学校臨時的任用教員および非常勤講師ほ当該校種の教員免許状を有する人               ミ
・事務員ほ学校事務の経験者                                       ミ

登録方法 志 願者は、履歴書 (市販のもので可)|こ教員免許状の写し (事務員は不妻)を 添えて、浜日教育事務 S

ク
タ
ケ
ケ
歩
″

第
３７
口
源
田
市
美
術
届

一
般
公
募
層
作
品
を
募
集

応
募
資
格

石
見
地
方
在
住
で
中

学
生
以
上
の
人

書
の
部

第
１
部
　
一副
衛

第
２
部
漢
字

・
か
な

。
近
代
詩

文
な
ど

絵
画
の
部

油
絵
、

水
彩
画
、

国

本
画
、

版
画
、

素
描
、

デ
ザ
イ

ン
、

彫
刻

（高
校
生
の
み
）
な

ど
写
真
の
部

題
材
自
由

（デ
ジ
タ

ル
不
可
）

自
由
作
品
の
部

工
芸
、

ち
ざ
り

絵
、

水
墨
画
、

彫
刻
な
ど

出
品
点
数

コ
出
品
料

各
部
門
１
人
１
点
限

絵
画

口
書

り
１
、
５
０
０
円

（５
０
０
円
）

写
真

１
人
３
点
以
内
　
１
点

５
０
０
円

（５
０
０
円
）

一　
自
由
作
品
　
１
人
１
点
限
り

一　
　
１
、
０
０
０
円

（３
０
０
円
）

一　
※
　
（　
）
は
中

・
高
校
生
の
出
品
料

一　
※
　
審
査
・表
彰
　
審
査
の
上
、

特
区

一　
　
す
ぐ
れ
を
作
品
は
、

表
彰
し
ま
す
。

一　
　
表
彰
式
は
１０
月
１６
日
０
午
後
３
時

一　
　
か
ら
世
界
こ
ど
も
美
術
館

（４
階

一　
　
第
４
展
示
室
）
で
行
い
ま
す
。

一　
作
品
の
規
格
　
未
発
表
の
自
己
作
品

一　
　
で
、

作
品
の
一異
な
ど
ほ
展
示
用
布

一　
　
吊
り
組
の
あ
る
も
の
。

ガ
ラ
ス
入

一　
　
り
額
装
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

一　
　
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

（取
り
外
し
が

一　
　
不
可
能
な
場
合
な
ど
は
受
け
付
け

一　
　
ま
す
が
、

破
損
し
た
場
合
の
責
任

一　
　
は
負
い
か
ね
ま
す
。

）

一　
出
品
票
の
受
付
　
魅
要
事
項
を
記
入

一　
　
し
、

左
記
へ
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

一　
　
配
達
記
録
郵
便
に
よ
る
送
付
も
可

一　
　
能
で
す
ｏ

一　
受
付
期
間

口
場

口
時
間

一　
　
９
月
１５
日
内
～
郷
日
内

一　
教
育
委
員
会
　
午
前
８
時
３０
分
～
午

一　
　
後
６
時
３０
分

（土
日
祝
を
除
＜
）

一　
文
化
協
会
　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

一　
　
５
時

（９
月
２０
日
四
、

２６
日
∩
を

一　
　
除
＜
）

一　
作
品
の
搬
入
　
１０
月
４
日
側
　
午
後

一　
　
３
時
～
了
時
Ｅ
美
術
館
へ
搬
入

一
　

（出
品
宗
の
受
付
が
済
ん
で
い
る

一
　

作
□側
の
み
）

一　
展
示
期
間
　
１０
月
８
日
ω
～
１６
日
０

一　
　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時
ま
で

一
　

（１６
日
ほ
午
後
３
時
）

一　
場
所
　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

一　
※
　
作
品
募
集
要
項

・
出
品
票
は
教

一　
　
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、

市
郷
土

一　
　
沓
一料
館
、

世
界
こ
ど
も
美
術
館
、

一　
　
市
役
所
各
連
絡
係
、

市
立
公
民
館
、

一　
　
図
書
館
、

い
わ
み
―
る
、

石
央
文

一　
　
化
ホ
ー
ル
、

ベ
ア
ー
レ
浜
日
ほ
あ

一　
　
り
ま
す
ｏ

一　
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化

一　
　
振
興
課

（ａ
内
線
４
６
４
）

所 (〒6970041片 庭町254浜日合庁内 ・公④ 5701)|こ 持参または郵送して<だ さい。

※ 履 歴書の本人希望記入欄など|こ、希望校種 ・職種 ・勤務地をめず記入して<だ さい。

※ 登 録中|こほかの職場|こ就職が決まつた場合ほ連絡をお願いします。

採用手続き

採用をするときは、浜日教育事務所または浜田市教育委員会から志願者|こ事前に連絡します。

問い合わせ先 教 育総務課 (a内 線 467・

ヽ

ヽ

4 5 5 )                          s

も,も 母も、も,も 母も母｀ >も 母も母も母も時も母も母も、も,も 母ヽ母ヽ >も 革も母も串も革も,も ,も 母も学も母も草も草も母も,も 母も、も母｀ まも、も母も,も 母も,も 'も 母も、 も,母ども,も、も,も,も母も母も,も母も母も母も母も草も、も母も母も草

広報ほまだ :平成17年8月 15日暑



島根県立大学
Newsv。 1123
～海の見える丘から～

昆義話 :0855,24-2200

ホームベージ:httpプ内vwⅥu―shimane.ac.jp

不
学
で
は
、

二
年
後
の
大
学
法

人
化
を
控
え
、

大
学
の
役
割
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
と

教
育
と
い
う
柱
の
ほ
か
に
、

地
域

連
携

・
地
域
貢
献
と
い
う
新
た
な

柱
を
立
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
の
営
さ
ん
の
も
ろ
も
ろ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

本
学

教
員
が

「地
域
連
携

コ
ー
デ

ィ

ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

「産
公
学
連

携
」
、

「市
民
活
動

・
運
動
」
、

「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
」
、

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
、

「映
像
コ
ミ
ュ
三
ケ
ー
ン
３

ン
」
、

「文
化

・
景
観
」
な
ど
に
つ

い
て
、

相
談
を
承
り
ま
す
。

総
合

企
画
ス
タ
ッ
フ
が
常
設
窓
□
で
す

寸
ｒ

ｖ

ｏ
ス
Ｙ
ｏ
Λ
Ｙ
ｏ
Λ
γ
Ｏ
本
Ｙ
）
＾
Ｙ
Ｏ
本
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

米

）

●
１

の
で
、

き
さ
ん
遠
慮
な
＜
ご
利
用
＜

だ
さ
い
。

市
民
の
普
さ
ん
と
本
学
関
係
者
の

地
域
連
携
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
、
６
月
牙
日
に
高
崎
経
済

大
学
地
域
政
策
学
部
の
大
宮
登
氏
を

お
招
き
し
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

こ
の
学
部
は
、

高
崎
市
が
自
ら

出
資
し
、

地
域
貢
献
を
設
立
の
理
念

と
す
る
新
型
の
学
部
で
、

公
立
大
学

の
地
域
連
携
活
動
で
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

講
演
の
趣
旨
は

「地
域
づ
＜

り
ほ
人
づ
＜
り
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
自
立
の
た
め
の
人
づ
＜
り
が

大
学
の
第

一
の
任
務
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の

地
域
連
携
を
す
す
め
る
上
で
有
意
義

な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
　
総
合
企
画
ス
タ
ツ

フ

公

④
２
２
０
こ

県
立
大
学
の
講
堂
を
開
放
し
、
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ア
ジ
ア
最

終
予
選

「
日
本
対
イ
ラ
ン
戦
」
を
放

映
し
ま
す
。
２
５
０
イ
ン
チ
の
大
型

モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
迫
力
あ

る
映
像
を
観
な
が
ら
、

日
本
代
表

チ
ー
ム
を

一
緒
に
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
１７
日
佃
　
午
後
６
時
３０

分
～
１０
時
ま
で

場
所
　
島
根
県
立
大
学
請
堂

問
い
合
わ
せ
先
　
総
合
企
画
ス
タ
ツ

フ

公

②
２
２
０
↓

無
料
漢
字
検
索
サ
イ
ト

「
ｅ
漢
字

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

「腱
櫛
と
い⊇
渓事
の
ヨミを
調
べ

を
い
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
い
い

詢庫阻麒悔朔正方掘殉炉痛陶麗

な
か

っ
た
の
で
す
が
、　

＆
渓
字
で
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

」

ｅ
漢
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
さ

れ
た
人
か
ら
こ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が

飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

こ
の
漢
字
検
索
サ
イ
ト

「
ｅ
漢
字

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、

約
９
万
６
子

字
の
漢
字
画
像
デ
ー
タ
を
収
録
し
て

い
ま
す
。

部
首
、

画
数
、

総
画
数
、

コ
ー
ド
な
ど
か
ら
漢
事
を
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、

深
し
当

て
た
漢
字
は
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
５
月
に
公
開
以
来
、

ア
ク
セ

ス
数
４０
万
件
を
超
え
る
人
気
サ
イ
ト

で
す
。

お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
に
必
要

な
漠
字
フ
オ
ン
ト
が
無
い
時
、

漢
字

の
ヨ
ミ
を
調
べ
た
い
時
に
、

ぜ
ひ

一

度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
＜
だ
さ
い
。

す
汁
汁ｏ
】＼
＼
①
バ
ｏ
⊃
」
一　
⊂
‐
∽
丁
一ヨ
①
⊃
①
　
∞
〇
・

」０
＼

あ
な
た
も
県
立
大
学
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か

○
秋
学
期

（１０
月
開
講
）

科
目
等
履
修
生

口
聴
講
生
募
集

県
立
大
学
で
開
請
す
る
科
目
の
う

ち
、

多
＜
の
科
目
を
市
民
の
普
さ
ん

に
も
広
＜
開
放
し
ま
す
。

単
位
取
得
を
目
的
と
し
な
い
聴
講

生
の
場
合
は
、

受
講
料
の
み
、　

一
科

目
あ
た
り
９
、
６
０
０
円

（２
単
位

の
場
合
）
防
要
で
す
。

開
講
科
目
　
「
現
代
の
経
済
」
（井
上

定
彦
教
授

・
月
５
限
）
、

事
呈
∞と

文
化
Ｈ
」
（山
田
政
美
教
授
・火
５

限
）
、

「地
域
と
観
光
資
源
」
（林
秀

司
助
教
授

・
木
５
限
）
他
５９
科
目

受
付
　
８
月
郷
日
０
～
９
月
２
日
⑥

受
講
　
１０
月
～
平
成
１８
年
２
月

来
年
度
か
ら
大
学
院
で

一
緒
ほ
研

究
し
ま
せ
ん
か
。

北
東
ア
ジ
ア
地
域

の
諸
課
題
を
国
際
的
な
視
野
で
研
究

す
る
意
欲
あ
る
大
学
院
生
を
募
集
し

ま
す
。

北
東
ア
ジ
ア
研
究
科

（博
士
前
期
）

出
願
　
９
月
７
日
佃
～
２７
日
側

試
験
　
１０
月
８
国
働
～
９
日
０

学
生
募
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

教
務
グ
ル
ー
プ

公

②
２
２
０
３
）

浜
田
市
と
県
立
大
学
の
連
携
を
深

め
よ
う
～
「地
域
の
自
立
」
を
応
援

す
る
～

地
域
連
携
委
員
長
　
井
上
定
彦

広報ほまだ :平成17年8月 15日暑



密喜降員けない母事
夏真っ盛り !子どもさんの食事の様子ほどうですか?「冷たい

ジュースやアイスクリームを欲しがるので、つい与えてしまい食事

を食べな<な り困つています。」などの声を聞きます。暑<て も栄養

素のある食品をしつかり食べて元気|こ夏を過ごしましょう。

夏
ば
て
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

、
昼
、

夜
の
三
食
を
き
ち
ん
と
食

べ
ま
し
よ
う
。

ご
飯

・
パ
ソ
・
う
ど
ん
な
ど

魚

・
肉

・
卵

・
乳
な
ど

野
菜
・海
車

・小
魚
・
果
物
な

主
食

・
主
菜

・
副
菜
の
３
つ
を
毎

食
、

組
み
合
わ
せ
る
と
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
好
に
な
り
ま
す
。

ば
て
予
防
の
栄
養
素
の
あ
る
食

品
を
選
ん
で
食
べ
ま
し
よ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ‐
が
不
足
す
る
と
体
力

が
低
下
し
夏
バ

テ
ほ
つ
な
が
り
ま

す
。ビ

タ
ミ
ン
Ｂ‐
を
多
＜
含
ん
だ
食
品

（肉
、

魚
、

豆
腐
・野
菜
・海
車
）
を

バ
ラ
ン
ス
よ
＜
食
べ
ま
し
よ
う
。

介日孔セ＜水分補給をしましよ

糖
分
の
多
い
果
汁
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
の
ジ

ュ
ー
ス
や
清
涼
飲
料
水

は
、

体
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る

た
め
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ‐
が
ど
ん
ど
ん
使

わ
れ

て
い
き
ま
す
。

糖
分
の
多
い

ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
、

お
茶
か
水
を
飲
み
ま
し
よ
う
。

ど
裂美養 草B《ビタミンBlをたつぷり含む夏の献立紹介》

ひき肉と夏野菜のトマト煮の作り石

材 料 (1人 分)

合ひき肉 20g、 ゆで大豆 40g、

玉ねぎ 1/8個 、 ピ ーマン 1/4個 、

トマ ト 1/4個 、ケチャップ小さじ2/3

油 小 さじ1/2、 塩 少 々

① 野 菜ほみじん切り|こしてお<。

② 鍋 |め日を熱して肉、①の野菜の順|こよ<炒 め、その後

少々の水を入れしっかり煮込おも

③ 調 味料を入れて仕上げる

セ <だ さい。申し込み開始ほ 8月 29日側  思

を 持異基発昌ャタ雰硫!1雪蓄亀乳貿1本 (フツ 母

ィィィイ|■
字ともたちめ
「健康なrB■身航の墓礎ブくり」は乳如児期がら!
今回は、食育目標 「生命を大切|こする～感謝の心」|こ

ついてお矢8らせします。

家庭でfLlがけること
○ 「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをする。

食べ物を作る過程で携わつた人すべて区ありがとうの

感謝の気持ちを伝える。

○食べ物の生命の大切さを知る。

人のからだほ食べ物からできています

その食べ物の生命をしヽただいて、

からだができていることを伝える。

○栽増や収穫の経験をする。

食べ物が□|こ入るまでの、

生命の尊さを伝える。

栽培・収穫の体験をとおして

以上のことを家庭で心がすながら、子どもたちこ「感謝

の心Jを身|こつすましよう。まずは、大人がお手本を示

しましょう ||         (子 育て支援課)

広報ほまだ :平成17年 8月 15日暑
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中

中

中

中

中



…

“
隅きのまう源回

元気で霞生き六作戦
"の

開催

平成15年度から、いきいき健康頚 市民の

体力づ<り や健康管理を応援 してい<教

室)を 開講しており、今年10月から、体験受

講生を募集する|こあたり、下記の日程で話

演会を開催します。

ぜひ参カロして<だ さい。

日時 8月 29日侵)

午後 1時30分～38寺30分

場所 市 総合福祉センター 会 議室

講演 「輝きのまち浜日 元気で長生き大作戦

～これまでとこれから～」

講師 長 尾 憲樹 さん (川崎医療福祉大学教

授、NPO法人 「元気寿命を倉」造する会」会

長)

料金 無 料

※ 当 日、会場|こおいて、いきいき健康塾

(外力づ<り や健康管理を応援してい<

教室)|こついての説明、申し込み受付もイ子

います。

問い合わせ先

(谷内線 1

健康長寿課健康推進係

63・ 164・ 165)

●

”
艶
む

聰"巖轡ル

元
気
に
夏
を
の
り
き
ろ
う
！

ま

は

し

で

ま
　
　
だ

に

ど

り
　
　
る
　
。

内

な

と

　

す

す

以

場

を

　

湿

ま

度

職

策

　

除

ぎ

６

い

対

　

ヽ
ら

”　
く

一房
　
　
は

和

５
　
に

な卯
　
　
〈
口

が

を

し

ヽ
　

場

感

差

の

ど

　

い

快

度

節

な

ｏ
高

不

温

調

る

う

が

も

の

度

織

よ

度

で

と

温

羽

し

湿

け

○

　

　

　

○

夏
ほ
体
調
を
＜
ず
し
や
す
＜
な
り

ま
す
。

症
状
ほ
さ
ま
ざ
ま
で
、

食
欲
不

振
、

睡
眠
不
足
、

か
ら
だ
が
だ
る
い
、

疲
れ
や
す
い
、

な
ど
な
ど
。

つこ
れ
ら
の

要
因
が
重
な
り
合

っ
て
、

体
調
を
＜

ず
し
、

夏
ば
て
を
ひ
き
お
こ
し
ま
す
。

高
温
多
湿
の
夏
ほ
過
ご
し
区
＜
い

も
の
で
す
。

自
分
な
り
Ｅ
工
夫
し
て
、

元
気
区
快
適
Ｅ
過
ご
し
ま
し
よ
う
。

中

中

中

中

中

中

学

中

平

中

中

中

中

中

学

中

学

中

ヤ

中

中

学

中

中

学

中

中

中

ヤ

中

中

平

ヤ

中

学

中

学

中

中

中

学

中

学

ヤ

平

中

中

エアコンは比手に副網しましよう。

○冷やしすぎは体調不良の原因になります。外気

躍nRをきづんととりましよう。

○睡眠不足で生活リズムが狂つてくると、体調も不良にな

りがちです。まずは睡眠をしつかりとることが大切です。

○ぬるめのお風呂に入る、軽いスト

レッチ体操などは、心身ともにリ

ラックスでき、快い睡眠を誘います。

健
！日
個
霞

健
康
相
談

血
圧

・
体
脂
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
国
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
窒

○
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、

尿
ほ
含
ま
れ
る
三
コ

チ
ン
濃
度
測
定
　
（無
料
）

日
時
　
８
月
２６
日
⑥

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
健
康

推
進
係

（
ａ
内
線
１
６
４

・
１
６

６
）

○
難
病
相
談

ふ
ら
つ
き
、

足
の
ま
ひ
な
ど
神
経

の
難
病
に
つ
い
て
、

症
状
や
療
養
生

活
お
よ
び
介
護
に
関
す
る
相
談
を
、

専
門
医
の
先
生
が
受
け
付
け
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
１６
日
⑥

午
前
１０
時
～
正
午

場
所
　
浜
日
保
健
所

対
象
疾
患
　
神
経
内
科
疾
患

（パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、

脊
髄
笑
納
変
性
賞

症
な
ど
）

料
金
　
無
料

※
　
電
話
予
約
制

（先
着
順
４
人
）

締
め
切
り
日
　
９
月
５
日
側

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

浜
日
保
健
所
医
事
難
病
支
援
グ

ル
ー
プ

（ａ
②
５
５
５
４
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
＜
だ

さ
い
。

日
時
　
８
月
１６
日
側

午
後
了
時
～
９
時

場
所
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
邑

1 1

中学3年 生の建期回AB越炎予防把腫の廃止について

※ 第 1期 (3歳 以上 7歳 6か 月未満)お よび第 2期 (9歳 以上13歳未満)|こつしヽて

は、31き続き接種を見合わせていますので注意して<だ さい。

問い合わせ先 子 育て支援課 (a内 線 162・ 167)

広IFxほまだ :平成 17年 8月 15日暑



石綿tアスベスト)を取り扱う作業などに従事していた人は
健康診断を受けましょう

石綿|こよる健康校害が多発しており、今後も増加することが懸念されています。

下|こリストアップされている作業|こ従事していた人は、否綿|こば<麗 している可能性がありま

すので、最寄りの医療機関|こご本目談の上、胸部レントゲン検査など|こよる健康診断を受診する

よう|こして<だ さい (受診の際、医師|こ自分が過去|こ石綿|こ係る作業を行っていた旨お伝え<

ださい)。

O 右 綿鉱山またはその附属施設 こおいて行う石綿を含有する鉱石または岩石の採掘、搬出またほ粉砕そのほか

石孫鳥の精製こ関連する作業

② 倉 庫内など|こお|する右綿原料などの袋詰めまたは運搬作業

③ 以 下の石綿製品の製造工程 こおける作業・石綿糸、石綿布などの右綿紡績製品・石綿セメントまたはこれを原

料として製造される石綿スレート、石綿高圧管、石綿円筒などのセメント製品,ボイラーの被覆、船舶用隔壁の

ライエング、内燃機関のジョイントンーリング、ガスケット (パッキング)な どこ用いられる耐熱性石綿製品・

自動車、捲揚機などのブレーキライ三ングなどの耐摩耗性石綿製品・電気絶縁性、保温性、耐酸性などの性質を

有する石綿紙、石綿フェルトなどの石綿製品 電 線絶縁紙、保温材、耐酸建材などこ用いられている。)ま たは

電解隔膜、タイル、プラスターなどの充填斉」、昼料などの石綿を含有する製品

④ 石 綿の吹付け作業

⑤ 耐 熟性の石綿製品を用いて行う断熟若し<は 保温のための被覆またはその補1多作業

⑥ 右 綿製品の切断等のカロエ作業

⑦ 否 綿製品が被覆材または建材として用いられている建物、そのlll属施設等の補1あまたほ解1/1s作業

⑤ 否 綿製品が用いられている船舶またほ車両の補1シ又ほ解1/1s作業

⑨ 石 綿を不純物として含有する鉱物 (タルタ (滑石)、バーミキュライト (蛭石)、繊維状プルサイト (水滑石)

などの取扱い作業

⑩ O～ ⑨の石綿まをほ石綿製品を直接取り扱う作業の周辺など|こおいて、間接的なば<露 を受ける可能性のあ

る作業

たばこを限わないま割忍疲乱溶め
右綿を取り扱う作業など|こ従事 していた人は、発がんリスクを高めること|こなるので、たばこを吸わないよう|こ

して<だ さい (右綿|こば<露 した人が喫煙をした場合、肺がん こよって死亡するリスクが50倍以上|こなるといわれ

ています)。

健康管理手帳制度や労災補償制度があります
健康診断の結果、胸部レントゲン検査で一定の症状がある場合などは、最寄りの都道府県労働局|こ申請すれば、

健康管理手帳が交付され、無料で定期的|こ健康診断を受けることができます。

また、石綿肺、肺がん、中皮腫などを発症した場合|こは、それが石綿|こば<露 したことが原因であると認められ

れば、労災補償を受けることができます。

次の相談機関にご相談ください。

○健康管理手帳、健康診断、労災補償についてのお問い合わせは ,日

島根労働局 (a0852④ 7009)

浜日労働基準監督署  (a② 1840)

○石綿による健康への影響や治療方法についてのご相談は

島根産業保健推進センター (公0852① 5801)

平

中

中

ヤ

中

学

ヤ

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

学

ヤ

中

中

ヤ

中

中

中

ヤ

中

中

学

中

学

中

中

学

や

や

ヤ

中

学

中

中

ヤ

中

学

中

ヤ

中
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！中
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・

，
！
子

■

，
！
■

！中
！
中

！や
！
や

！中

■

！や

■

．
中
！

中

！，

一，

中

中
！
中
！

中

中

中
！

中

中
！

中
！

中

中
！

中

中
！

中

中

学

中

中

！中

！中

中
！
ヤ
！
中
！
中

！や
！
や
！

中

源回保健所ボランティア講座要謡生募集
専門講師|こよる請義と実習で理解を深め、今後ボランテイアとして活動してみませんか。

3講 座の中から好きな講座|こ気軽|こ参カロして<だ さい |

場所 浜 日保健所 多 目的室

定員 先 着各30人

料金 無 料

※ 希 望回のみの受講も可

申込締切日 8月 31日佃

申し込み B問い合わせ先 各 講座の問い合せ先へ電話またはフアックスして<だ さい。

こころの健康ボランティア講座 t全5回〕
こころの病気や精神障害|こついて、「関心はある|すどよ<わ からない」「どう接したらいいのかな?」 などの疑

間を持っている人|こ、講義や実地体験を通じて理解を深めてしヽきます。

①時間 13:30～ 16:00

口  ]守 内 容

9月 28日側 請義 精 神保健福祉|こ関する行政施策 。こころの病気|こついて

10月12日側 講義 ボ ランテイアとは・人との接し万
10月28日ω 俸験発表 当 事者、家族の体験発表 ・グループ討議

11月 1～ 20日 実習 精 神障害者地域支援生活センター等 見 学

11月25日⑥
意見交換 こ ころのボランテイア|こついて 県 内のボランテイア
の活動状況 グ ループ討議

○申し込み 。問い合わせ先 浜 日保健所健康増進グループ 福 日さん (な④5550、 □②7009)

難病ボランティア講座 t全4回)
講義や体験を通じて、難病への理解を深めて見ませんか。

難病とは、原因不明で治療方法が未確立の病気、または経過が慢性|こわたり患者本人や家族の負担が重い病

気です。

日程|こついてはお問い合わせ<だ さい。

日  8寺 内 容

9月 15日側
13 : 30‐/15 : 30

=開 講式 =  講 義 難 病とは

10月12日側 請義 ボ ランテイアとは・人との接し方
11月上旬 外験 パ ーキンソン病忌者会レクリエーション

11月下旬 意見交換 ボ ランテイア活動の実際

○申し込み。問い合わせ先 浜 日保健所医事・難病支援グループ 片 岡さん (a④ 5554、 □②了009)

まめなサポーター養成講座 t全4回)
「健康づ<り 活動」|こついて、私たち|こ身近な、食生活 ・歯科保健 ・こころの健康 ・禁煙推進の分野から学ん

でみませんか。浜日圏域健康長寿しまね推進事業|こついても紹介します。

日  8寺 内 容

9月 27日側
14 1 00-16 : 30

=開 請式主

講義 禁 煙推進|こついて ・健康長寿|こついて
食生活改善|こついて ・歯科保健|こついて

10月 12日佃
13 : 30-/15 : 30

講義 ボ ランテイアとは ・人との援し方

1 1 月8 日側
13 : 00^ツ16 : 00

実習 精 神保健福祉大会参力□

11月29日(肉
14 : 00/ヽツ16 : 00

講義 運 動 ・健康づ<り |こついて 。心の健康づ<り |こついて

意見交換     =終 了式=

①申し込み ・問い合わせ先 浜 日保健所健康増進グループ 大 場さん (a④ 5548、 図②7009)

※

　

　

※
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　
　
掃

８
月
牙
日
０
　
午
前
了
時
３０
分

か
ら

（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所
　
干
昌
苑
横
駐
車
場

清
掃
場
所
　
国
府
海
岸

一
帯

※
　
小
悶
決
行
　
〈フ
回
は
、

サ
ポ
ー

ト
通
貨

「神
楽
」
は
発
行
し
ま
せ

ん
が
、

代
替
を
準
備
中
で
す
。

牛
尾
さ
ん

（な
０
９
０

１
８
２

４
４

‐
９
４
２
９
ヽ
全
国
豊
か
な

海
づ
＜
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

平
成
ヤ
年
度
島
根
県
統
計
グ
ラ
フ

ヨ
ン
タ
．ト

ル
作
品

！
！

課
題
は
自
由
で
す
。

（た
だ
し
、

小

学
校
４
年
生
以
下
に
つ
い
て
は
、

児

童
が
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結
果
を

グ
ラ
フ
区
し
た
も
の
）

対
象
　
県
内
在
住
の
人

第
１
部
　
小
学
校
１
、
２
年
の
児
童

第
２
部
　
小
学
校
３
、
４
年
の
児
童

第
３
部
　
小
学
校
５
、
６
年
の
児
童

第
４
部
　
中
学
校
の
生
徒

第
５
部
　
一高
等
学
校
以
上
の
生
徒

・

学
生
お
よ
び

一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

小
学
校
の
児
童
以
上

申
込
締
切
日
　
９
月
９
日
⑥

入
賞
作
品
の
発
表
　
９
月
下
旬

（円
京
剛
ヤ
島
根
県
政
策
企
画
周
統
計

‖ 活習慣・文化の違い|こついて、日本語で話をしても ‖

t チヤマさんと作ってみませんか?毎回違った料理 '

1   乍 甘唐啓占匂0。1 4日0 0。2 1日例〈)・2 8日は0     1

l 申 込締切日 9月 1日困            1
 ヽ                                  :Ⅲ

や                                      ( )

ぃ停羊同 浜日国際交流協会    解 水  4

i     ん (a④1241)棒 勢動駄響篠謂  '
、     ～

、一v141ゥ
          |卜                                                              Ⅲ

や                                                              い
や                                     ッ

サ=軌!31モlttC●モIJ●●壬 !31t'3■'3●'ユtiC■を|'C■=●|'3■t31'CIを'31'31J●●43●41Jユ!314●'Ci3■'3●【

前
了
時
３０
分
～

浜
日
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

会
中貝
　
　
　
７
、
０
０
０
円

非
△
否
員

１
３
、
０
０
０
円

（チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
参
加
料
、

食
事

代
、

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
代
）

申
込
締
切
日
　
８
月
塑
日
働

公

④
０
６
０
０
）

調
査
課
内
　
島
根
県
統
計
協
会

（〒
６
９
０

１
８
５
０
１
　
松
江

市
殿
町
１
番
地
　
容
０
８
５
２
②

５
０
７
８
）

第
門
回

市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

第
１
回
　
西
日
本
地
区

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
大
会

西
国
本
地
区
か
ら
ラ
イ
フ
セ
イ

バ
ー
が
大
集
合
―
小
中
学
生
は

「
Ｊ

ｒ
，
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
教
室
＆
大

会
」
に
参
加
で
き
ま
す

（参
加
記
念

品
あ
り
）
。

ま
た
、

参
加
選
手
や
市
民

と

一
緒
ほ
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
も
実
施

し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
だ
さ

い
。

日
程
　
９
月
１８
日
０

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

午
前
９
時
３０
分
～
１０
時

９
月
１９
日
働

Ｊ

ｒ
・
ビ
ー
チ
フ
ラ
ツ
グ
ス
教
室

＆
大
会
　
午
前
１０
時
～
正
午

石
見
海
浜
公
園
Ｂ
ゾ
ー
ン

日

無
料

※
　
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ほ
申
込
不
要

申
込
締
切
日
　
９
月
７
日
佃

申
込
方
法
　
住
所

・
氏
名

・
学
年
を

記
入
し
て
フ
ア
ツ
ク
ス
で
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。

（電
話
で
も
一受
け

付
け
ま
す
。

）

〔∪

（
側
一
浜
日
総
務
事
務
所

（ａ
④

５
５
１
２
、

□
④
５
５
２
４
）

す
一市ｏ
【＼＼〓〓〓
　す
一
一∽　〇
【　
」ｏ＼のす
↓ヨ①⊃

Ｏ‐
ｏすΦヨｏ
↓〇
⊃∽
Ｊ
一ｏ∽時〇〇御＼
ネ
【∞ヨ
①　Ｊ
一

ヨ

一

９
月
１９
日
棚

（雨
天
決
行
）

日□
午
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□

□

こ
」ろ
に
関
す
る
州
柳

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、

い
き
い
き

と
生
活
で
き
、

こ
こ
ろ
に
関
心
を
持

て
る
よ
う
な
川
柳
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

応
募
期
間
　
９
月
３０
日
⑥

応
募
方
法
　
応
募
用
紙

（応
募
用
紙

は
浜
日
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

）
に

川
柳
お
よ
び
必
要
事
項
を
記
入
し

て
送

っ
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
川
柳
は
、

季
語
が
必
要
で
は
な

＜
、
５

，
７

・
５
の
１７
音
の
定
型

詩
で
す
。

発
表
　
審
査
の
結
果
、

選
ば
れ
た
作

品
ほ
表
彰
し
ま
す
。

副
賞
有
り

※
今
後
、

健
康
づ
＜
り
の
イ
ベ
ン
ト

で
活
用
し
ま
す
。

ル
ー
プ

医

Ｕ

∩

υ

、

浜
日
保
健
所
健
康
増
進
グ

坂
本
さ
ん

（ａ
④
５
５

□
②
７
０
０
９

自
衛
言
暮
模
　
！！
≡

航
空
学
生

（海

・
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

応
募
資
格
　
一畳
牛

（見
込
み
）
四
歳

未
満
の
人

応
募
締
切
日
　
９
月
８
日
困

試
験
日
　
９
月
２３
日
ω

①
看
護
学
生

（陸
上
）

応
募
資
格
　
一畳
竿

（見
込
み
）
勢
歳

未
満
の
人

②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格
　
一畳
竿

（見
込
み
）
２‐
歳

未
満
の
人

試
験
日
　
「
月
５
日
働
～
６
日
０

③
防
衛
大
学
校
学
生

応
募
資
格
　
一畳
牛

（見
込
み
）
劉
歳

未
満
の
人

試
験
日
　
１１
月
セ
日
０
～
１３
日
０

応
募
締
切
日

①
②
③
９
月
３０
日
⑥

団

自
衛
隊
島
根
地
方
連
絡
部
浜
日

出
張
所

（ａ
・
□
②
ｌ
３
３
４
）

島
根
県
立
看
護
短
期
大
学

平
成
１７
年
度
後
期
科
旧
毒
履
修
生

看
護
学
科
科
目
等
履
修
生

受
講
期
間
　
１０
月
３
日
側
～
平
成
１８

試
験
日
　
１０
月
１６
日
０
　
　
　
　
　
　
一　
　
年
２
月
２０
日
０

専
攻
科
科
目
等
履
修
生

受
講
期
間
　
１０
月
３
日
側
～
平
成
１８

年
１
月
２７
日
◎

受
付
期
間
　
９
月
１
日
困
～
９
日
⑥

（魅
着
）

試
験
日
　
９
月
１５
国
内
、

１６
日
０
の

い
ず
れ
か

□

県
立
看
護
短
期
大
学

務
グ
ル
ー
プ
（〒
６
９
８
１
８
５
５

０
　
出
雲
市
西
林
木
町
１
５
１

公
０
８
５
３
④
０
２
１
５
、

□
０

８
５
３
④
０
２
０
１
）

平
成
Ｙ
年
度
後
期
国
家
試
験

専
門
調
理
師
・調
理
技
能
士

料
理
区
分
　
日
本
料
理
、

西
洋
料
理
、

麺
料
理

学
科
試
験
　
平
成
１８
年
１
月
１５
日
０

実
技
試
験
　
１
月
１５
日
０
～
２
月
１７

日
⑥

受
付
期
間
　
９
月
セ
日
側
～
１０
月
７

日
０

（消
印
有
効
）

実
技
試
験
　
１
８
、
８
０
０
円

学
科
試
験
　
　
３
、
７
０
０
円

※
　
試
験
案
内

・
受
験
申
請
書
な
ど

は
８
月
１５
日
側
か
ら
郵
便
で
請
求

で
き
ま
す
。

タ
ー

（〒
１
０
７

‐
０
０
５
２

東
京
都
港
区
赤
坂
了

‐
‐０

‐
９

第
四
文
成
ビ
ル
ａ
０
３

ｉ
３
５
８

４

‐
１
９
３
１
、

図
０
８

ｉ
３
５

８

４

‐
１

９

３

２

）

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
　
　
講
生

対
象
　
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
持

っ
て
い
る
人
で
、

パ
ソ
コ

ン
に
興
味
の
あ
る
人

（初
心
者

・

経
験
者
を
問
い
ま
せ
ん
。

）

９
月
か
ら
平
成
１８
年
３
月
ま
で

の
毎
月
３
□
、

水
躍
日
　
午
後
２

時
～
５
時

１
か
月
を
１
つ
の
コ
ー
ス
と
し

い
ま
す
。

ぴ
ゆ
あ
内
　
障
害
者
生
活
支
援

ン
タ
ー

無
料

締
切
日
　
９
月
受
講
分
は
８
月

国
囚

設
置
台
数
の
関
係
に
よ
り
希
望

の
月
産
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

タ
ー
　
石
倉
さ
ん

（
ａ
②
８
０
８

５
、

□
④
４
７
４
０
）

ｍ
ヨ
①
一
一
¨
∽
↓
①
Ｄ
下
Ｏ
Ｏ
ヨ
《
即
ｏ
⊂
【
①
・
〇
下
。
」
ｏ

※31逮日セロて
※
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綺
麗
な
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
人
形
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
！

色
と
り
ど
り
の
布
を
使
い
、

韓
国

の
伝
統
衣
装
を
着
た
人
形
を
作

っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

誰
で
も
簡
単
に
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、

制
作
合

間
の
休
憩
時
間
ほ
、

韓
国
伝
統
茶
を

飲
み
な
が
ら
簡
単
な
韓
国
語
会
話
を

勉
強
し
ま
す
。

講
師
　
李
チ
ャ
マ
さ
ん

（市
嘱
託
職

〕貝
）９

月
３
日
働

・
‐０
日
働

午
前
９
時
３０
分
～
正
午

□

石
見
公
民
館

１０
人
程
度

（２
回
連
続
制
作
の

た
め
２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
）

５
０
０
円

（２
回
分
）

央
地
区
日
韓
親
善
協
会

（
ａ
②
３

０
２
５
、

回
②
５
４
０
０
）

手
話
語
巨

！
■

手
話
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
常

会
話
が
で
き
る
よ
う
に

一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
手
話
に
興
味
が
あ
る
人

９
月
５
日
、

１２
日
、

郷
日
、

１０

月
３
日
、

列
日

（い
ず
れ
も
月
躍

日
）
午
前
９
時
～

浜
日
ろ
う
学
校

⌒周
｝
２０
人

□

無
料

浜
日
ろ
う
学
校
　
牛
尾
さ
ん

（
ａ
①
０
１
４
６
、

□
①
２
０
６

８
）

誰
で
も
気
軽
区
参
加
し
楽
し
め
る

軽
ス
ポ
ト
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
ン
ョ
ン
で

す
。　

一
緒
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
４０
歳
以
上
の
男
女

口

毎
週
月
躍
日

午
後
了
時
～
９
時

浜
田
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「す
ま
い
る
」

１
人
１
回
２
０
０
円

（公
０
９
０
１
４
５
７
８

１
８
０
６

０
、

夜
ａ
②
５
７
２
４
）

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会

　
　
！！

９
月
９
日
⑥

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□

浜
日
公
民
館

無
料

（継
続
の
場
合
、
３
回
目

か
ら
５
、
０
０
０
円
）

弁
護
±
　
３
人

（予
定
）

相
談
時
間
　
４０
分
以
内

予
約
方
法
　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。

公

②
４
５
１
↓

再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
な
ど

の
求
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

専

門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ

（希
望
す
る
仕
事
に
就
＜
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ

ト
を
活
用
し
た
適
職
診
断
テ
ス
ト
の

実
施

・
自
己
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
職
務

経
歴
書
、

履
歴
書
、

添
え
状
の
作
成

方
法

・
面
接
に
必
要
な
知
識
な
ど
）

を
行

っ
て
い
ま
す
。

毎
週
月
、

火
躍
日

（毎
月
第
２
、

第
３
火
躍
日
を
除

＜
）い

わ
み
ぷ
ら
っ
と

（
ン
テ
ィ
パ

ル
ク
浜
日
２
Ｆ
）

日

無
料

※
　
電
話
で
予
約
を
し
て
＜
だ
さ

□

島
根
県
再
就
職
支
援
事
務
局

（ａ
０
１
２
０
１
３
１
１
８
３
５
）

□

島
根
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策

課
一屋
用
対
策
グ
ル
ー
プ

（ａ
０
８

５
２
②
５
３
０
じ

法
律
糠
談

簡
単
な
電
話
相
談
ほ
無
料
で
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
ほ
相
談

し
て
＜
だ
さ
い
。

弁
護
士
　
佐
和
洋
亮
さ
ん

（浜
日
高
校
１２
期
）

月
～
金
躍
日
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時
３０
分
頃
ま
で

囲

佐
和
法
律
事
務
所

（紺
屋
町

才
リ
ン
ピ
ア
ビ
ル
２
階
）

□

無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
佐
和
法
律
事
務
所

公

④
ｌ
３
６
６
）

地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
いど

第
２地

域
の
人
と
県
立
大
学
の
学
生
が

一
緒
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
し
ま

す
。

ぜ
ひ
、

買
い
物
に
来
て
＜
だ
さ

い
。

９
月
３
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

共
創
の
ま
ち
づ
＜
り
研
究
所

一

（
ン
テ
ィ
パ
ル
ク
前
）

※
　
タ
ス
キ
ー
会
員
は
タ
ス
キ
ー
券

が
利
用
で
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
や
こ
劇
場
浜

日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー
事
務
局
内

タ
ス
キ
ー
＜
ら
ぶ
事
務
周

公

・
□
④
６
３
９
６
）

ひ
、

買
い
物
に
来
て
＜
だ
さ
い
。

８
月
釘
日
働
　
午
後
６
時
～

イ
ズ
ミ
浜
田
店

ロロぜ
浜
日
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（ａ
②
３
７
５
９
、

□
②
７
７

２
７
）

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
浜
田

・
那
賀

児
童
作
品
展
　
　
　
！！

８
月
２６
日
⑥
午
後
１
時
～

郷
日
０
年
後
３
時
ま
で

世
界
こ
ど
も
美
術
館

日

無
料

加
藤
栄
吉
さ
ん

公

・
□
②
ｌ
９
４
３
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第
５６
回
！
市
文
化
崇
協
賛
事
業

茶
道
裏
予
家
淡
交
会
い
わ
み
路

青
年
部
１０
周
年
特
別
　
　
講
演
会

大
樋
焼
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら

掏
芸
と
建
築
の
融
合
を
目
指
し
、

新

し
い
茶
道
を
提
案
す
る

「金
沢
大
樋

焼
」
大
樋
年
雄
さ
ん
を
招
い
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

演
題
　
伝
統
ほ
格
好
い
い
こ
と

講
師
　
大
樋
年
雄
さ
ん

（金
沢
大
樋

焼
）９

月
４
日
個

開
場
　
午
前
９
時

開
演
　
９
時
４５
分
～
１１
時
３０
分

島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

ー
、
０
０
０
円

金
副
売
り
の
み
・

（

呈
茶
代
含
お
）

※
　
残
り
席
わ
ず
か
で
す
。

平
野
久
美
子
さ
ん

（ａ
②
０
２

８

６

）

創
刊
３０
用
年
記
念

平
成
１７
年
度
　
　
　
　
！

石
見
郷
土
研
究
懇
！話会
一
脚
大
会

浜
国
の
歴
史
、

文
化
に
関
す
る
研

究
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

８
月
炉
日
働

午
後
０
時
４５
分
～

受
付
　
正
午
～

□

同
布
公
民
館

※
　
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

志
波
健
二
さ
ん

公

②
２
４
２
０
）

「障
害
者
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
、

「軽
度
発
達
障
害
の
子
ど
も
を

ち
へ
の
支
援
」
な
ど
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

の
あ
る
人
ほ
ぜ
ひ
参
加
し
て
＜
だ
さ

い
。

８
月
２‐
日
０
　
午
前
９
時
～

□

浜
日
養
護
学
校

※
　
当
日
参
加
可
能

八
束
さ
ん

（公
④
２
２
０
０
）

菊働保険糾納衛は忘れずに

労働保険ほ、労働者が労働受害や失業など

の保険事故 こ遵遇した場合、労災給付 ・失業

給付を行うととも|こ、労働者の福祉増進を図

るための各種の事業をそ子っています。

今年度ほ 8月 31日が労働保険料第 2期 分

の納付期限となっています。

期限まで|こ納付するようにお願いします。

問い合わせ先 島 根労働局労働保険徴収室

(a0352④ 7010)

C

■

|
お忘れなく″

市県民税 (普通徴収・第2期)・国民健康保険

料 (第3期)の 納期限は、8月31日佃・□座

振替日は、 8月 29日mで す。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
片

庭
町
　
］序
田
ミ
サ
ヨ
　
▽
熱
日
町

廣
日
義
明
　
▽
国
分
町
　
伊
藤
公
治

▽
野
原
町
　
笹
尾

一　

▽
河
内
町

小
川
量
男
　
▽
日
脚
町
　
佐
々
木
茂

美◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
朝
日

町
　
森
須
和
男
　
▽
相
生
町
　
梅
木

繁
男
　
西
谷
郁
子
　
▽
下
有
福
町

大
崎
吉
則
　
▽
極
原
町
　
五
島
ミ
ツ

子
　
▽
野
原
町
　
笹
尾

一　

▽
港
町

上
前
兼
人
　
▽
宇
津
丼
町
　
□
羽

一

則
　
▽
津
摩
町
　
日
村
親
司
　
▽
朝

日
町
　
金
子
金
政
　
▽
長
浜
町
　
渋

江
港

一　

▽
日
脚
町
　
片
寄
直
樹

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
日
脚
＝
▽
日

脚
町
　
平
野
修
二
　
佐
々
本
茂
美

○
津
摩
＝
▽
津
摩
町
　
日
村
親
司

○
唐
鐘
＝
▽
国
分
町
　
岡
崎
淳

一

伊
藤
公
治
　
○
唐
鐘
６
＝
▽
国
分
町

岡
崎
淳

一　

〇
唐
鐘
４
＝
▽
国
分
町

伊
藤
公
治
　
○
野
原
１
＝
▽
野
原
町

笹
尾

一　

〇
佐
野
＝
▽
佐
野
町
　
武

日
政
利
　
横
路

一
男
　
①
河
内
＝
▽

河
内
町
　
小
川
量
男

◎
ひ
ま
わ
リ
ヘ
　
▽
佐
野
町
　
横
路

一
男

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
岡
崎
淳

一　

伊
藤
公
治
　
○

浅
井
――
▽
浅
井
町
　
柄
本
明
美
　
○

長
浜
８
１
２
＝
▽
長
浜
町
　
辻メ
江
港

一◎
国
府
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

▽
下
府
町
　
仲
西
菊

一
郎

◎
美
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
長
浜
町
　
渋
江
浩

一

◎
美
川
苑
へ
　
▽
高
日
町
　
日
村

宣
子
　
▽
上
府
町
　
佐
々
木
克

己◎
浜

田
福
祉
会
へ
　
▽
日
脚
町

平
野
修

二
　
▽
黒
川
町
　
勝
日

美
知
子

◎
商
港
会
館
へ
　
▽
長
浜
町
　
小

川
悪
義

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
日

脚
保
育
園
　
▽
浜
日
土
木
建
築

事
務
所

◎
美
川
公
民
館
後
援
会
へ
　
▽
内

日
町
　
藤
原
桂
子

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
黒
川
町

平
中
竹
雄

◎
浜
田
福
祉
会
へ
　
▽
美
麗
座
美

月
麗
次
郎
劇
団
　
▽
美
川
幼
稚

園
　
▽
十
番
う
ぐ
い
す
会
　
▽
浜

国
家
政
高
等
専
修
学
校
　
▽
中

国
電
力
の
浜
日
電
カ
セ
ン
タ
ー

▽
市
ン
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◎
働
あ
お
ぞ
ら
へ
　
▽
宇
津
丼
町

□
羽

一
則

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
片
庭
町
　
一二

浦
幸
枝
　
▽
宇
津
丼
町
　
□
羽

一
則

◎
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
ら
ヘ

▽
下
府
町
　
森
川
汚
二
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浜
日
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

で
は
、

現
在

軍
云
術
ほ
爆
発
だ
！

岡
不
太
郎
と
ピ
カ
ソ
』
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

本
展
は
、

巨
匠
ピ

カ
ソ
と
岡
不
太
郎
の
ユ
ニ
ー
ク

な
表
現
を
楽
し
お
こ
と
が

で
き

る
展
覧
会
で
す
。

今
回
、

二
人
の
作
品
の
中
で
特

に
目
を
ひ
＜
の
が

”顔
“
が
モ

チ
ー
フ
と
な

っ
て
い
る
作
品
で

す
。

ピ
カ
ツ
ら
し
い
抽
象
的
な
表

現
で
描
か
れ
た
顔
。

岡
本
太
郎
が

赤

や
蕎
な

ど

の
明

る
い
色
を

使

っ
て
表
現
し
た
愛
矯
の
あ
る

辞
゛

∫
S
卓

∫
奇

▲岡本太郎さんのマスク

く
子
供
達
が
制
作
し
た
マ
ス
ク

顔
。

い
＜
つ
も
の
独
特
の
顔
が
曽
さ

ん
を
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、

岡
本
太
郎
が
制
作
し
た
カ

ラ
フ
ル
な
マ
ス
ク

（仮
面
）
を
展
示

し
て
い
る
部
屋
で
は
、

普
さ
ん
が

作

っ
た
マ
ス
ク
を

一
緒
区
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま

す
。
２
階
の
工
作
コ
ー
ナ
ー
で
制
作

し
た
マ
ス
ク
を
岡
本
太
郎
の
作
品
と

一
緒
ほ
紹
介
し
て
い
ま
す
。

太
郎
さ

ん
に
負
け
な
い
＜
ら
い
面
白
い
マ
ス

ク
を
作

っ
て
飾

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
＜
だ
さ
い
。

※
　
観
覧
料
と
は
別
底
材
料
費
５
０

０
円
が
必
要
で
す
。

■
会
期
　
９
月
４
日
０
ま
で

■
観
覧
料

一
般
　
　
　
５
０
０
円
（４
０
０
円
）

高
校

・
大
学
生３

０
０
円
（２
０
０
円
）

小
学

・
中
学
生２

０
０
円
（１
０
０
円
）

※

（
）
は
刻
人
以
上
の
団
体
料
金

ロ
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

べ
ニ
ヤ
ほ
絵
を
お
い
た
ら
、

糸
の

こ
ぎ
り
で
バ
ラ
バ
ラ
ほ
切

っ
て
み
よ

う
。

世
界
ほ
ひ
と
つ
だ
け
の
パ
ズ
ル

が
で
き
る
よ
。

◎
９
月
３
日
口
、
４
日
０
、

１０
日
０
、

１１
日
０

《
影
で
遊
ば
う
》

厚
紙
を
自
由
区
切

っ
て
形
に
し
た

ら
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
影
を
つ
＜
っ

て
遊
ん
で
み
よ
う
。

◎
９
月
１７
日
働
、

１８
日
０
、

１９
日
働

《
ラ
ケ
ッ
ト
け
ん
玉
》

ラ
ケ
ツ
ト
の
形
に
切

っ
た
段
ボ
ー

ル
に
紙
コ
ッ
プ
を
＜
っ
つ
け
て
、

糸

と
ボ
ー
ル
を
つ
な
げ
る
と
ス
テ
キ
な

け
ん
玉
の
で
き
あ
が
り
１

◎
９
月
郷
日
棚
、

２４
日
働
、

第
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

※
　
当
日
一受
付
で
３
時
３０
分
ま
で
Ｅ

申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
カ
フ
ェ

海
を
眺
め
な
が
ら
、

世
界
の
珍
し

い
飲
み
物
を
昧
わ

っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

営
業
日
　
土
躍

・
日
躍

・
祝
日

時
間
　
午
前
１１
時
～
午
後
４
時

場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

広報ほまだ :平成17年8月 15日暑


